
‘鳩粋狂と三十六敦仙額八

■■
口

一
Ａ

、
～

､.、〆
、一
＞

'二罫

■
国
一
二
一
一
頭
■
且
了
Ｍ
■
■
■
■
■
■
■
■

豆
』ヨ

マ
４

〃
起
一や

爵

蝿
該8画=

里！■-口』 』

涼 皇 二



八幡神社への招待

米子市東八幡に鎮座する八幡神社｡現在､米子高専教員を中心とした調査研究組織｢八幡神社プ

ロジェクト｣により､建築物･文学資料･･和本･古文書･絵画等の調査が進められている｡本冊子では､主
に八幡神社所蔵の｢三十六歌仙額｣を通して､地域の文化の粋を考えていきたい。

八幡神社の創建は古く､社伝には養老四年(720年)とある｡このことの確証はともかくとしても､平安

時代･天永年間とある棟札の写しが当社に伝わることなどから､この地域でも最も古い神社の一つであ

ると考えてよいだろう。

当社は､中世以降の八幡信仰が｢武運長久｣と関わっていくことから､武士の神様､戦の神様として多
くの信仰を得たと考えられている｡また､江戸時代には､吉田神道の組織下でこの地域の神社の総取

りまとめとしての役割も担っていた。

現在､八幡神社は､地域の神社として多くの人々の憩いの場となっている｡そして､古くからの社有
物を今に伝え､地域の人々のルーツを知る手掛かりも提供している。

それでは､八幡神社の伝えた歴史･文化､またその精神世界を垣間見ていこう。

表紙の写真:(上)八幡神社所蔵絵馬（ド)三十六歌仙額のうち素性法師
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(みなもとのしたごう

柿本人麻呂

(かきのもとのひとまる）

中村一忠奉納「三十六歌仙額」

今回､八幡神社から発見されたものの一つとして、「三十六歌仙額｣というのがある。「三十六
歌仙｣とは､平安時代までの著明な歌人36人の和歌をまとめた『三十六人撰』(藤原公任の編）
に起源を持つ歌人群で､室町時代以降､歌仙額として多くの神社に奉納された｡左右を18人ず
つに分け､その描写は様式化されている。

八幡神社の｢三十六歌仙額｣は､初代米子藩主の中村一忠による､慶長十年(1605年)の奉
納である｡現存するものは､36枚中24枚で､保存状態は剥落や破損などで決してよいわけでは
ない｡また､中村一忠奉納後も幾度かの補修･改装が行われている｡大きさは､それぞれ縦約5
3センチメートル､横約38センチメートルであり､元禄時代の記録では､この額は社頭に掲げら
れていたという。

上の写真のうち､左側は源順で､平安時代の貴族であり､歌人である｡『倭名類来抄』という書
を後世に遣している｡また､右側は柿本人麻呂である｡人麻呂は｢万葉歌人｣であるが､後世に
なってから和歌の神様として崇められた。
裏書きによれば､この歌仙額の作者は｢荻野正長｣であるが､この人物がどのような人物かは不

明である｡しかし､この歌仙額が上方で作られたことを想定すれば、当時の京都周辺に在住した
画人であった可能性が高い。

若き中村一忠は米子藩の安寧と繁栄のため､この額を寄進したのであろう｡その一忠の急死
により中村家は断絶してしまうのだが､今にその遺風を伝えている。
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１ 裏書きから考える（慶長期：

｜：｜
歌仙額の裏書き(写真左)を見ると､これが

｢慶長拾(十)年八月」に八幡神社に奉納され
たことがわかる｡また､左側には｢中村伯菩守
奇進之｣ともある。
慶長十年は西暦で1605年であるから､時

代で言えば江戸時代の最初期である。1600
年に関ヶ原の戦いがあり､その5年後のこと。
ちなみに､徳川家康はいまだ存命している。
まだまだ､戦国時代の混乱が収まり切らない、
そういう時代である。

米子藩は江戸初期にしか存在しなかった幻

の藩でもあり､その時代の資料は貴重である

と言える｡その藩主であった中村一忠が奉納
したということは､この八幡神社が多くの尊崇

を受けていたことの証左でもあろう。

左下方にはその時の神主･内藤近江守の

名が､また右下には画人･荻野正長の花押な

どが見られる。
泥、

〃

^
裏書きから考える（元禄期）

右の写真も裏書きであるが､だいぶ

白い部分がはがれている｡左下(右に

拡大）には｢竹内氏自安敬記｣とあり、
これは元禄期に活躍した米子の歌人・

竹内自安斎による為書きであることが

確認できる。

写真には｢元｣の字が見え､また｢庚」

の字の一部が見えることから､元禄三

年(1690年)にこれが書かれたことが

わかる。

この歌仙額は慶長期に制作･奉納さ
れたものだが､実は元禄期に改装され

たのであった。自安斎の旅行記『伯陽

六社みちの記』に、自ら八幡神社の歌

仙額の和歌を書いたことが記されてお

り､他の資料からもこの事実は確認でき
る。 魁



八幡神社・三十六歌仙額和歌解読

左1柿本人麻呂ほのぼのと明石の浦の朝霧に島隠れ行く舟をしぞ思ふ

左2凡河内朗恒住吉の松を秋風吹くからに声打ち添ふる沖つ白波

左3大伴家持かささぎの渡せる橋に置く霜の白きを見れば夜ぞ更けにける

左5素性法師音にのみきくの白露夜はおきて昼は,悪ひに敢へず消ぬくし

左6猿丸大夫遠近(をちこち)のたづきも知らぬ山中におぼつかなくも呼子鳥かな

左7藤原兼輔人の親の心は闇にあらねども子を’患ふ道にまどひぬるかな

左8藤原敦忠伊勢の海の千尋の浜に拾ふとも今は何てふかひかあるべき

左9源公忠行きやらで山路暮らしつ郭公(ほととぎす)今一声の間かまほしさに

左12源宗干ときはなる松の緑も春来れば今一入(ひとしほ)の色増さりけり

左13藤原清正天つ風吹飯(ふけい)の浦にゐる鶴(たづ)のなどか雲居に帰らざるべき

左16小大君岩橋の夜の契りも絶えぬくし明くる柁しき葛城の神

右1紀貫之大原やをしほの山の小松原はやこだかかれ千代の影みん

右5紀友則夕されば佐保の川原の川霧に友まどはせる千鳥鳴くなり

右6小野小町色見えで移ろふものは世の中の人の心の花にざりける

右9壬生忠卑有明のつれなく見えし別れより暁ばかり憂き物はなし(写真右下）

右10大中臣頼基一節(ひとふし)に千代に込めたる杖なれば突くとも尽きじ君がよはひは

右11源重之夏刈りの玉江の葦を踏みしだき群れゐる烏の立つ空ぞなき(写真左下）

右13源順水の面(も)に照る月次(なみ)を数ふれば今宵ぞ秋の最中(もなか)なりける

右17壬生忠見恋すてふ我が名はまだき立ちにけり人知れずこそ思ひ初(そ)めしか

右18中務秋風の吹くにつけても訪(と)はいかな荻の葉ならば音はしてまし
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源重之和歌部分 壬生忠琴和歌部分



赤外線撮影で見えるもの
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藤原朝忠の顔

最新の赤外線撮影で､肉|恨では判然としな

い部分を見ることができる｡赤装束に比べ、
あまり見えなかった朝忠の顔が見えるように

なった｡特に､烏ill冒子と後頭部が鮮明である

好く′f

，●・？
も心

源宗干の姿

一

こちらも肉眼では見えにくかったが､源宗干

の姿が判然とした｡烏帽子を下げている姿
勢がわかる｡このような技術で｢歌仙額｣の
往時を偲ぶことができる。



改装された歌仙絵

~~1

｜「
1枚の歌仙額を見てみよ

う｡まずは裏側(写真左)で

あるが、「右一紀貫之｣が

消され、「右三山辺赤人」

と訂正されている。

次に表側の絵(写真右）

を見ると､横になった烏帽

子をかぶる人物が描かれ

ている｡この絵は万葉歌人

の姿をしており､紀貫之で

はなくむしろ山辺赤人を描

いたものであろう｡赤外線

撮影によって､このような

事実が見えてきた。
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左の写真は､この額の和歌部分｡赤地に大きな字で
｢や木たかかれ｣｢代のかけ見ん｣とあり､ここは古い時期
に書かれたと考えられる｡紀貫之の｢大原やをしほの山
の小松原はやこだかかれ千代の影みん｣の歌の一部で
あろう｡大きな字体は江戸初期の書風を,思わせ､これ臆
慶長時代の書写と考えたい。

これとは別に、「(田)鶴(鳴)｣と中央上部に白地に書か
れている文字がある｡これは後に書き換えられたところで、
山辺赤人の｢和歌の浦に潮満ち来れば潟をなみ葦辺を
さして鶴鳴き渡る｣の一部であろう｡よって､1枚目の裏書
きが示すように､これは貫之の額を赤人の額に改装した
ものと考えられる。

おそらく､このような改装の理由は､どんなに表面を改
めても、中村一忠奉納時(慶長10年)の具材を使い続け
ることに意義を見出したことによると考えられる｡つまり、
新たに歌仙額を作ってしまっては､その額の権威はない
も同然となってしまう｡これらの額は､その姿を大きく変貌
させようとも､あくまで一忠奉納の額として伝えられる必要
があったということである。
さて､追い出された貫之はどこに行ったのか？



｢三十六歌仙額」を記す

左は､米子市立図書館

所蔵の『中村記』である。

『中村記｣は､中村一忠
の事跡を描いた実録物

で､江戸時代中期以降
に成立したと考えられる。

中ほどに｢歌仙三拾六

枚筆者は萩(荻)野正長

とあり｣とあって､この｢三

十六歌仙額｣が､八幡神

社を度々参詣していた一
忠によって奉納されたこ

とを記している。
写本にもよるが､『中村

記』には八幡神社が多く
描かれており､興味深い。

左の写真は八||藩神社

に伝わる｢社伝｣である。
18世紀後半のものと思

われるが､様々な情報を

私たち伝えてくれる。

ちょうど中央部分に｢歌

仙三十六数荻野正長筆』
云々とあって､この｢三十

六歌仙額｣が古くからこの

神社の宝物として扱われ

たことがわかる。

他の神社所蔵物の由

来も書かれており､現存

するもの､そして失われ

たものの情報が読み取れ
る。

いつぞや比紳奮伊亘

蚕み(に、いなみがた

き事おばくて、扱仙の

詠かきてつかはせ(を、

私須にかけおき侍る。

今みるに、見ぐる(さえ

もいはず。みざらん世

まで、みづからいくばく

の恥をかき蜜(、…。

(『伯陽六社みちの記』より｡）

元禄七年､作者･竹内自安斎が歌

仙額の和歌を書いたことが記され

ている。



報道された「三十六歌仙額二
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垂司 10s 2011年平成23年S月31日木曜日 塞月 1重1 9面〒 画 ｢三十六歌仙額｣の発

見は地域のニュースと

して広く伝えられた。
新聞(日本海新聞、山

陰中央新報､朝日新

聞鳥取版)だけでなく

テレビ(NHK､I'.SS、
中海テレビ)でも報道

されている｡上の写真

は、中海テレビの｢米

子高専知的セミナー皇

の撮影風景。

小野小町や柿本人麻呂ら垂描いた板絵『三十六歌仙
額jが米子市東八蟻の八幡神杜で見つかった。三十プ

歌仙の板絵は珍しくないが、1605i座長10)年に車納
中国地方最古の板絵三十六歌仙

したという裏轡きから、中国地方で殿も古いとみられ

挙る。

;鎮灘雲灘懲謹
初れている．当時活麹した画家集団『狩野派｣の門人､荻

代瞥需:髭麓鵠駕雛鰐篭誌購：

雲篤萎繍灘蕊綱
縮本人麻呂の坂詮 小野小町の板絵 寡土の歴史に輿味を持って欲しい』と画う（轟弁和通



米子の古典文学資料

匡匠訂豆引

､‐ ､ハノ上： 八幡神社には他にも古典文学

に関わる資料が多く遣されてい
る。

左は『清地草｣(すがぐさ)という
和歌集である｡これは､出雲大

社に奉納するために､竹内自安
斎が編纂したものである｡印刷物
であるにもかかわらず､現存する

ことは極めて稀で、出雲大社や

伊勢神宮などにだけ収められて

いる。

八幡神社所蔵本は下巻を欠い

ているのが残念であるが､編者・

自安斎の地元である米子地域か
ら出現した意義は大きいと言える、
自安斎自身による、当社への献

．
、
天
社
蕊
牛
鍋
＆
網
走
録
１
巻
一

ゐ
ぇ

参
れ
や
２
祇
荊
７
Ａ
ノ
ー
妨
砂
皐
葡
’
一
ｔ
〃
髄
怠
け
劇
１
ｔ
、
壱
八
冊
“
訓
蔀
２
壌
側
卜

互
構
琳
勿
簡
歳
謄
僻
九
柵
班

一
甲
も
喧
と
＄
ず
む
く
溝
の
触
り
息
子
制
Ｊ
ｐ
を
勺
導
や
勺
？
ロ

魚
一
峰
緯
Ｒ
里
穆
壷
阿

や
２
侭
Ⅶ
７
ｋ
？
ｊ
坊
，
《
Ｉ
一
時
碓
蛎
髭
感
燕
世
叩
噌
侭
妙
、
や
易
仙
搾

､_J－’副
進
む
霞
曝
胤

炉9

の

を－，
'i』

納の可能性が高い、

竜

－

一

右の写真は､『伯菩会見風土記』とい

う本である｡これは､この度初めて実物
が発見されたもので、「奇書｣として独

特の世界を私たちに伝えてくれる。

風土記は古代に各国で編纂された地

誌であり､現存する『出雲国風土記』は

よく知られている｡この『伯菩会見風土

記』は巻末に｢天平五年(733年)書
之｣とあり､また古代の風土記の体裁を

とってはいるが､実は江戸時代の後期

に作られた一種の｢偽書｣である｡幕末
の地誌『伯者志』はこの書を取り上げ、
強く批判しているが､この本の内容は
大変面白い｡例えば、「伯者｣の国号や

｢会見｣の郡号の由来を神話に則って

叙述したり､スサノオや稲田姫の詠歌を

創作したりと､全体として『古事記』と
『出雲国風土記』からの強い影響を受

けつつ､独自の想像力によって古代の

伯者地方が描かれている｡作者は､い
たずら好きな米子の人物であろうか。

伯

春
闘
風

意
適

謡 土
記

鐸、．ご図表
もL'

＝一一

－
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伝えるべきこと伝えられるべきこと

私たちが未来に伝えていくべきことは､いったい何でしょうか？単に｢古いものを敬え｣という考え方で

は､決して地域の文化が充実することはありません｡私たちは､今に遺されたものから､何を学ぶべき
なのでしょうか？

そうです､こうした文化遺産の醍醐味は､その時代に熱く生きた人間たちを身近に想像することがで
きることなのです｡私たちの先輩たちが､いったいどのような生き方をし､そして何に歓び､何に悲しん
だのか､そうした心の中を私たちは知ることができるはずなのです。

2011年3月、日本列島は大震災に見舞われました｡地震や津波だけでなく､原子力発電所の事故

など､取り返しのつかない悲惨な現実に､心を痛める日々が続いています｡そして､多くの人命とともに
多くの先人たちの遺品も失われてしまいました。

もし､このような苦難の中で､少しでも希望を見出すとすれば､それはいったい何なのでしょうか？実

のところ､私もわかりません｡おそらく、「わかる｣ようなことではないのかも知れません｡それでも､私た

ちは生き続けます｡そして､生き続けなくてはなりません。

その時､「古いもの｣というのは､何らかのﾋﾝﾄを私たちに教えてくれるに違いありません。「昔の人｣、

｢今の人｣、「未来の人｣、きっとどこか似たところがあるのではないでしょうか？

(2011.10.10)
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､ ■

鍵鍾謹鍵
米
子
市
立
山
陰
歴
史
館
で
記
日
・
に
な
る
だ
ろ
う
霊

の
若
手
研
究
者
に
よ
っ
て
、
最
新

か
ら
、
「
中
村
一
忠
と
八
幡
神
社
側
え
ば
、
中
村
一
忠
奉
納
の
三
の
知
見
と
技
壷
琶
も
っ
て
し
て
調

展
～
速
報
～
」
が
開
催
さ
れ
る
。
十
六
歌
仙
額
は
古
典
受
学
の
資
料
査
が
な
さ
れ
て
い
る
。
歌
仙
額
の

本
展
示
は
１
月
か
ら
の
八
幡
神
社
．
で
あ
り
、
同
時
に
歴
史
的
な
遺
物
・
デ
ジ
タ
ル
赤
外
線
撮
影
な
ど
は
、

采
壬
里
宗
八
瞳
の
総
合
的
な
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
美
術
史
的
な
こ
う
し
た
調
査
の
一
環
と
い
え
る
。

資
料
調
査
を
基
に
し
て
お
り
、
文
鑑
定
も
求
め
ら
れ
る
扱
い
づ
ら
い
本
展
示
で
は
、
１
次
資
料
を
特

学
・
歴
史
の
み
な
ら
堂
一
秀
・
建
作
品
で
あ
る
。
こ
う
し
た
多
角
的
に
重
視
し
増
・
側
え
ば
、
事
実
関

築
な
ど
の
専
門
的
な
研
究
者
た
ち
な
視
点
か
ら
扱
う
べ
き
資
料
は
、
係
が
睡
昧
な
ま
ま
議
論
さ
れ
て
き

の
調
査
結
果
が
披
露
さ
れ
る
こ
と
米
子
宣
尋
な
ら
び
に
県
立
博
物
館
た
中
村
一
忠
に
つ
い
て
は
、
『
中

八
曜
祷
社
か
ら
見
つ
か
っ
た
三
十
六
歌
仙
額
の
う
ち
源
順
を
撞
い
た
一
枚

最
新
の
資
料
調
査
結
果

米
子
市
立
山
陰
歴
史
館
で
配
日
開
幕

村
記
』
一
伯
書
民
談
記
』
な
ど
の

江
戸
時
代
の
写
本
か
ら
、
慎
重
に

そ
の
事
跡
を
見
直
す
こ
と
を
考
え

た
。

現
在
の
一
忠
研
究
（
横
田
内
膳

研
究
も
）
は
あ
ま
り
に
伝
承
に
基

づ
い
て
い
て
、
こ
う
し
た
後
代
の

資
料
か
ら
孫
引
き
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
。
む
し
ろ
、
中

村
時
代
の
遺
物
か
ら
直
蓉
っ
か
が

え
る
こ
と
を
考
察
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
．

．
資
料
に
は
全
く
の
偽
物
も
あ

る
。
『
伯
書
会
見
風
土
記
』
は
奈

良
時
代
の
風
土
語
と
模
し
た
江
戸

時
代
の
偽
作
で
あ
る
が
、
こ
の
本

の
存
在
は
、
こ
う
し
た
偽
物
を
作

る
力
が
当
時
の
米
子
の
人
々
に
あ

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
毛
い
る
。
偽

作
は
そ
の
時
代
に
何
が
求
め
ら
れ

た
の
か
と
い
う
こ
と
、
そ
の
地
域

の
知
性
や
教
養
の
レ
ベ
ル
を
推
し

量
る
こ
と
の
で
き
る
絶
好
の
資
料

に
も
な
る
。
，

八
幡
神
社
駈
感
の
中
世
か
ら
の

資
料
群
も
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。

所
蔵
資
料
は
現
在
も
調
査
が
進
行

中
で
あ
り
、
そ
の
全
体
像
憾
い
ま

だ
計
り
知
れ
な
い
が
、
「
速
報
」

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
多
少
の

勢
い
は
許
容
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

・
但
宣
国
の
支
配
一
弓
あ
っ
た

中
村
一
忠
と
平
安
時
代
か
ら
の
古

社
．
、
八
幡
神
差
堵
本
屋
示
か
ら
新

た
な
伯
書
地
方
の
歴
史
が
明
ら
か

に
な
る
に
違
い
な
い
。
。

‐
（
米
子
高
専
種
教
授
・
原
豊
二
）

◇
「
中
村
一
忠
と
八
幡
神
社
展

～
速
報
～
」
は
記
日
か
ら
姻
月
４
．

日
ま
で
、
米
子
市
中
町
の
市
立
山

陰
歳
穎
誇
牢
で
。

一
一

■
正
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三
十
六
歌
仙
額

な
ど
貴
重
皆
一
料

《
・
一
頃
村
を
忠
と
八
幡
褐
社

屋
」
米
子
で
あ
す
か
ら

米
子
重
皐
八
幡
の
八
幡

神
社
（
内
藤
和
彫
嬰
暑
宮
司
）

か
ら
見
つ
か
っ
た
歴
史
資

魁
さ
屋
示
す
る
「
閉
村
一
・

忠
と
八
幡
押
社
冒
匿
が
配

日
、
同
市
中
町
の
市
立
山

陰
歴
史
館
で
始
ま
る
。
中

国
地
方
最
古
級
の
三
１
エ
ハ

歌
仙
額
な
ど
約
加
点
の
貴

重
な
資
料
が
並
び
、
但
言

露
繋
曜
探
る
血

初
公
開
さ
れ
る
八
膳
祷
社
・

の
三
十
六
歌
仙
額
Ⅱ
米
子

，
市
甲
町
の
山
陰
歴
史
館

八
幡
神
社
ば
平
安
時
代

に
起
源
が
さ
か
の
ぼ
り
へ

江
戸
時
代
に
は
伯
書
国
会

見
郡
の
中
心
的
な
神
社
だ

っ
た
。
文
掌
資
料
や
古
文

●
争

書
絵
画
な
ど
が
数
多
く

伝
わ
り
（
１
月
か
ら
米
子

高
専
の
原
害
三
准
教
授

（
聖
ら
が
調
査
し
て
い
る
。

、
一
呈
上
ハ
歌
仙
額
は
１
６

０
５
霞
隻
加
）
集
米

子
城
主
の
中
村
一
忠
が
同

誰
蓬
溜
て
翁
す
一

歌
仙
額
は
傷
み
が
激
し
、

く
、
消
え
か
か
っ
た
歌
人

蕊
窯

ル
で
紹
介
○
絵
が
後
に
描

き
換
え
ら
れ
迄
言
秀
、

赤
州
線
撮
影
で
分
か
っ
た

こ
と
も
説
明
す
る
。
．
・

江
戸
時
代
甲
期
以
降
に

書
か
れ
た
一
忠
の
伝
記

一
鍵

を
訪
れ
三
字
六
歌
仙
額

童
蔚
憎
丞
」
と
を
記
し
．
・

て
い
る
。
・

原
准
教
授
ば
「
米
子
に

は
江
戸
時
代
の
資
料
が
た

く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。
実

物
塞
見
で
歴
里
壷
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
心

王
別
９
時
半
～
午
後
６

・
時
、
入
湯
無
料
・
配
日
午
前

ｎ
時
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク
が
あ
り
、
原
准
教
授

が
屋
示
内
害
毒
説
す
る
や
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101
月23

28年
日

な
か
む
ら
か
ず
た
だ

中
村
一
忠
と

は
ち
藍
ん
じ
ん
じ
ゃ

八
幡
神
社
展

開
館
時
間
・
午
前
９
時
半
～
午
後
６
時

《
人
鱈
腫
午
隆
３
働
宇
竃
壱
〉

会
場
・
米
子
市
立
山
陰
歴
史
館
第
一
展
示
室

観
躍
料
・
無
料

（
金
）
～
ｎ
月
４
日
（
ｇ

会
期
中
無
休

～
速
報
～
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